
愛林のまちの財産を守り育てる　木樋町有林で町民植樹祭を開催

まちの話題

今月の表紙　 ツリーイング体験会　～木の上からの眺めは最高！～

温故知新

パークゴルフの指導員

西３条　内田 忠志 さん

特集 ノンノの森ネイチャーセンターがオープン　森林セラピー本格的にはじまる
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森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ

て
い
く
日
常
生
活
か
ら
少
し
だ
け
離

れ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
森
の
中
で
過
ご

す
こ
と
で
活
力
を
養
い
た
い
と
考
え

る
人
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

阿
寒
国
立
公
園
に
隣
接
す
る
原
始

林
、
ノ
ン
ノ
の
森
は
、
親
木
の
上
に

幼
木
が
育
つ
倒
木
更
新
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に

森
の
生
命
力
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
で
す
。

こ
の
森
に
整
備
さ
れ
た
３
つ
の
セ

ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
「
こ
も
れ
び
の
道
」

「
み
は
ら
し

の
道
」「
清

流
の
道
」

が
、
森
林

セ
ラ
ピ
ー

の
舞
台
と

し
て
皆
さ

ん
を
癒
し

の
森
へ
と

誘
い
ま
す
。

４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま

が
設
立
さ
れ
、
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
の

知
識
や
技
術
の
向
上
、
そ
し
て
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
の
維
持
管
理
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
同
法
人
が
運
営
し
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
活
動
を
行
う
「
ノ

ン
ノ
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
も
始
ま

り
ま
し
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

「
90
分
コ
ー
ス
〜
入
門
編
〜
」
を
ご

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
で
あ
る
上
里
の
ノ
ン
ノ
の
森
（
町
民
の
森
自
然
公

園
の
愛
称
）
に
、
津
別
町
で
自
然
体
験
活
動
を
展
開
す
る
「
ノ
ン
ノ
の

森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
、
今
月
16
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。

q
受
付
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
ガ
イ
　

ド
の
紹
介
、ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
）

w
コ
ー
ス
の
説
明
と
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
体
操

e
コ
ー
ス
の
散
策
（
森
の
ガ
イ
ド
、

五
感
＝
視
・
聴
・
嗅
・
触
・
味
を

使
っ
た
体
験
、
森
林
安
息
）

r
散
策
後
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

【
料
金
】
一
人
２
千
円
（
入
浴
付
）

【
対
象
】
中
学
生
以
上

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
さ
れ
た
後

は
「
ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ
つ
」
で
、

木
々
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂
に
ゆ
っ

く
り
と
つ
か
り
、
温
泉
浴
と
森
林
浴

の
Ｗ
浴
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ

†
76-

３
３
３
３

ノノノノンンンンノノノノのののの森森森森ネネネネイイイイチチチチャャャャーーーーセセセセンンンンタタタターーーーがががが

オオオオーーーーププププンンンン

くりん草フェスティバル

国
内
屈
指
の
ク
リ
ン
ソ
ウ

の
大
群
生
地
、
上
里
「
ノ
ン

ノ
の
森
」
を
舞
台
に
、
３
週

に
わ
た
っ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
ま
す
。

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」

に
認
定
さ
れ
た
、
美
し
い
森

と
可
憐
な
花
が
心
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
。

※
観
光
協
会
で
は
、
こ
の
森
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
愛
称
を

「
ノ
ン
ノ
の
森
」
と
し
て
い
ま
す
。

◎ノンノの森ネイチャーセンターオープニングセレモニー

◎森のコンサート

・リコーダー演奏（活汲小学校・RECつべつ・こてきたい）

・山鳴太鼓保存会

第7回つべつクリンソウまつり

◎森林ヨガ体験

◎ミニ屋台

◎森のコンサート

・谷藤万喜子

・本田優一郎

【６月17日（日）】

◎森林ウォークin津別・ノンノの森

◎森林ウォーク　ファッションショー

【６月23日（土）】

【６月24日（日）】

◎ツリーイング

◎森林ヨガ体験

◎ミニ屋台

◎森のコンサート

・ラウフェン

【６月16日（土）】

無料送迎バス運行します
（フェスティバル期間中毎週土・日曜日）

＜津別町営バスターミナル発＞　

q午前９時25分w午前10時35分e昼12時35分

＜ランプの宿　森つべつ発＞　　

q午後１時10分w午後３時00分

共催　津別観光協会・ノンノの森ネイチャーセンター・

ランプの宿　森つべつ

後援　津別町

協賛　オホーツク観光連盟・北網地域活性化協議会

問い合わせ先 津別観光協会　†0152-76-2151

2012

６月16日（土）～７月１日（日）／毎週土・日曜日　午前10時～午後３時

会場　ノンノの森「上里町民の森自然公園」「ランプの宿　森つべつ」

谷
藤
万
喜
子
（
フ
ル
ー
ト
）

ラ
ウ
フ
ェ
ン
（
ポ
ッ
プ
ス
）

◎森林セラピー体験（フェスティバル期間中毎週土・日曜日実施）

◎森つべつランチバイキング（フェスティバル期間中毎週土・　

日曜日実施）

【６月30日（土）】

◎森林ヨガ体験

◎ミニ屋台

◎森のコンサート：オコンコロ（フォルクローレ）

【７月１日（日）】

ランプの宿・森つべつ

くりん草ランチバイキング
フェスティバル期間中毎週土・日曜日実施

大人1,500円／小人800円

ご入浴
サービス

ノンノの森へ行こう

森林セラピー体験90分コース～入門編～
フェスティバル期間中毎週土・日曜日実施

要予約：ランプの宿・森つべつ　†76－3333

森森森森林林林林セセセセララララピピピピーーーー本本本本格格格格的的的的ににににははははじじじじままままるるるる

関
心
高
ま
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ま
ず
は
90
分
コ
ー
ス

〜
入
門
編
〜
の
体
験
を

私
た
ち
は
単
に
自
然
の
知
識

を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
大
自

然
の
持
つ
生
命
力
や
癒
し
・
美

し
さ
や
楽
し
さ
と
い
っ
た
様
々

な
森
の
魅
力
を
実
感
し
て
も
ら

え
る
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
ガ
イ

ド
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
自
然
体
験
を
提

供
す
る
「
ノ
ン
ノ
の
森
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営
す
る

の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま

で
す
。

自
然
と
人
間
が
一
体
と
な
り

「
こ
だ
ま
す
る
」
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て

名
付
け
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま
代
表
　
　
　
上
野
真
司
さ
ん

「「「「ノノノノンンンンノノノノ」」」」ととととはははは、、、、アアアアイイイイヌヌヌヌ

語語語語でででで『『『『花花花花』』』』のののの意意意意味味味味でででですすすす。。。。



○毎日の介護で困っていること

○福祉サービスの利用に関

すること

○施設利用

に関する

こと

※保険料のお支払いが困難な場合は、役場保健福祉課後期高齢者医療担当へご相談ください。

災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険　

料のお支払いが困難な方については、保険料の減免を受けられる場合があります。

+

○年間の保険料限度額は55万円が上限です。

○所得の少ない人は、世帯主や被保険者の所得に応じて保険料が軽減されます。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

=

≪保険料の計算方法≫

均　等　割
【１人当たりの額】

１年間の保険料

(100円未満切り捨て）

所得割【本人の所得に応じた額】

平成24年度に普通徴収で納めていただく方の保険料につきましては、６月に個別にお知

らせします。※特別徴収で納めていただく方の保険料は、８月までにお知らせします。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～平成24年度の保険料等について～

47,709円
（平成23年中の所得－33万円）

×10.61％

保険料のお支払いは、

「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

口座振替を希望される方はお問い合わせください。

●医療機関で処方される薬には、新薬(先発医薬品)とジェネリック医薬品(後発医薬品)があります。

●ジェネリック医薬品の処方をご希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や

薬局の受付窓口に「希望カード」を提示することによりお願いすることができます。

「希望カード」が必要な方は、役場保健福祉課後期高齢者医療担当までお問い合わせください。

ジェネリック医薬品の利用について

問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合
†011－290－5601

保健福祉課　健康医療グループ
後期高齢者医療担当
†76－2151(内線229)

■６月に普通徴収の保険料額をお知らせします

◆効き目・安全性について
ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている　
安全なお薬です。ただし、ご希望の際は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

◆価格について
ジェネリック医薬品を利用すると、お薬代が安くなります。薬によって異なりますが、新薬
より３割以上、中には５割以上安くなるものもあります。

�

�

�

それぞれの地域を次の方々が担当しています 民生委員・児童委員とは？

暮しのこと 家族関係のこと

津別町民生委員児童委員協議会事務局　

保健福祉課　福祉担当　†76-2151（内線233）

在宅生活に関すること 育児・教育のこと

民生委員法及び児童福祉法により、民生委員・児童

委員は、国・北海道から委嘱されますが、皆さんと同

じ住民の立場で活動しています。私たちの地域を暮ら

しやすいものにするために、さまざまな活動を行った

り、暮らしに関する相談を受けています。

困ったことや心配ごと、援助を必要とする相談には、

住民の立場にたって対応します。また、福祉サービス

に関する情報の提供や、役場や社会福祉に関する活動

を行う人などとの連携で問題解決のお手伝いもします。

暮らしのこと、困ったこと、悩みごとなどありまし

たら、民生委員・児童委員に気軽に相談してください。

※相談内容については、外部へもらすことは一切ありません。

その他の困りごと

○心身の疾病や障がいに関　

する相談等

○育児やしつけに関すること

○いじめや不登校に気付いた

とき

○学校生活の

悩みに関す　

ること

○住まいに関すること

○近所付き合い

に関すること

○生活費に関　

すること

○結婚、離婚に関すること

○親子関係に関すること

観観観観光光光光シシシシーーーーズズズズンンンン到到到到来来来来～～～～津津津津別別別別峠峠峠峠がががが開開開開通通通通ししししままままししししたたたた～～～～

問い合わせ先

津別観光協会

（役場産業振興課商工観光グループ）

†76－2151（内線315）

５月30日に津別峠の道々屈斜路津別線が開通しました。

展望施設も同日に開館し、トイレは24時間利用できます。

屈斜路湖と周囲の山々が織りなす雄大なパノラマを見下

ろす絶好のビューポイント・津別峠で、大自然の息吹に触

れてみませんか。

津別峠から望む屈斜路湖のライブ映像が津別町ホーム

ページからご覧になれます（１時間ごとに更新）。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

「津別町」で検索

展望施設

開館期間　10月31日まで

開館時間　午前９時～午後７時



５
月
13
日
、
木
樋
の
町
有
林
で
町
民
植
樹
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。『
愛
林
の
ま
ち
津
別
町
』
の
財
産
で

あ
る
森
林
を
大
切
に
守
り
育
て
、
緑
化
や
環
境
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
の
重
要
な
催
し
で
す
。

役
場
前
で
行
わ
れ
た
開
会
式
の
後
、
１
１
０
人
の

参
加
者
は
バ
ス
な
ど
に
分
乗
し
て
現
地
へ
移
動
。
朝

方
ま
で
降
っ
た
雪
が
山
肌
に
残
り
、
と
き
お
り
小
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、

大
人
も
子
ど
も
も
テ
キ
パ
キ
と
作
業
を
進
め
、
１
時

間
ほ
ど
で
カ
ラ
マ
ツ

の
苗
木
４
０
０
本
を

植
え
終
わ
り
ま
し
た
。

植
樹
祭
の
最
後
に

は
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
記
念

標
柱
を
建
て
、
み
ん

な
で
植
え
た
苗
木
の

健
や
か
な
成
長
を
願

い
ま
し
た
。

５
月
18
日
、
津
別
建
設
（株）
（
蓮
井
和
一
代
表
取

締
役
）
の
社
員
に
よ
る
、
交
差
点
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

及
び
町
道
沿
い
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

２
班
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
作
業
で
は
、
午
前

中
は
町
内
約
60
カ
所
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
ふ
き
取
り
、
午
後
か
ら
は

町
道
３
５
０
号
線
沿
い
の
冬
の
間
に
捨
て
ら
れ
た

ご
み
を
清
掃
し
ま
し
た
。

今
年
で
２
回
目
と
な
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
、
蓮
井
さ
ん
は
「
春
に
な
る
と
汚
れ
が
目

立
つ
の
で

こ
の
時
期

に
行
い
ま

し
た
。
交

通
安
全
の

一
助
に
な

れ
ば
と
思

い

ま

す

」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

５
月
19
日
、
小
学
校
全
学
年
を
対
象
に
し
た
少

年
少
女
体
力
測
定
会
が
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
運
動
能
力
の
向
上
を
継

続
的
に
見
守
る
た
め
の
も
の
で
、
教
育
委
員
会
と

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
が
共
催
し
、
春
と
秋
の
年

２
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
70
人
の
児
童
が
参
加
し
て
、
反
復
横

跳
び
や
握
力
測
定
な
ど
６
種
目
で
自
分
の
体
力
の

限
界
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。

記
録
が
大

き
く
伸
び
た

子
や
、
思
っ

た
よ
り
伸
び

な
か
っ
た
子

な
ど
結
果
は

様
々
で
し
た

が
、
参
加
者

全
員
が
心
地

良
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し

た
。

愛林のまちの財産を守り育てる

木樋町有林で町民植樹祭を開催

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で
交
通
安
全

津
別
建
設
が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

妊
婦
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
へ

マ
タ
ニ
テ
ィ
バ
ッ
グ
を
寄
贈

４
月
25
日
、
津
別
町
交
通
安
全
協

会
（
柳
瀬
輝
彦
会
長
）
か
ら
、
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
を
解
説
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
２
６
０
部
が
教
育
委

員
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
中
学
生
向
け
に
自
転
車
の
危

険
性
や
安
全
運
転
の
た
め
の
決
ま
り

事
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
町
内
の
中

学
生
の
ほ
か
小
学
生
に
も
配
布
さ
れ

ま
す
。

寄
贈
に
あ
た
っ
て
柳
瀬
会
長
は
、

「
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
子
ど

も
た
ち
に
も
ル
ー
ル
を
勉
強
し
て
も

５
月
20
日
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験
会

（
津
別
「
げ
ん
き
の
森
」
活
用
推
進
実
行

委
員
会
主
催
）
が
、
21
世
紀
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
と
は
ロ
ー
プ
を
使
っ
て

安
全
に
木
登
り
を
す
る
自
然
体
験
活
動

で
、
木
と
直
接
触
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
自

然
の
魅
力
や
楽
し
さ
、
そ
し
て
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

午
前
と
午
後
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
体

験
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
道
東
ツ
リ
ー

イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か

ら
指
導
を
受
け
、
15
ｍ
ほ
ど
の
木
に
挑
戦
。

最
初
は
ロ
ー
プ
の
扱
い
に
苦
心
し
て
い
ま

し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
あ
っ
と
い
う
間

に
頂
上
近
く
ま
で
登
る
子
も
い
て
、
自
然

と
一
体
と
な
っ
て
遊
ぶ
木
登
り
の
楽
し
さ

を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
『
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ

ズ
』
（
毎
週
火
曜
日
）
が
５
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
15
日
に
は
児
童
館
で

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ

作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
後
３
か
月
か
ら
就
園
前
ま
で
の

幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
、
親
同
士
の
親
睦
、
子
ど

も
の
交
流
を
図
る
事
業
で
、
親
子
が

一
緒
に
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

他
、
２
か
月
に
１
回
程
度
「
子
育
て

講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
14
組
の
親
子
が
参
加

し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
思
い
思

い
に
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

集
ま
れ
！
　
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
お
も
ち
ゃ
作
り

自然に触れて楽しく学ぶ

ツリーイング体験会実施

５
月
10
日
、
道
新
か
わ
ら
版
福
祉
基

金
（
大
東
勲
代
表
）
か
ら
マ
タ
ニ
テ
ィ

マ
ー
ク
の
つ
い
た
エ
コ
バ
ッ
グ
１
０
０

枚
が
、
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
厚
生
労
働
省

が
『
妊
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
』

を
推
進
す
る
た
め
に
平
成
17
年
に
制
定

し
た
も
の
で
、
未
来
の
お
母
さ
ん
や
赤

ち
ゃ
ん
を
地
域
の
連
帯
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
る
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
。
お
な
か
が
目
立
た
な
く
て
も

こ
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
妊
婦
さ
ん

を
見
か
け
た
ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
無
事
故
を
願
っ
て

自
転
車
ル
ー
ル
解
説
パ
ン
フ
寄
贈

自
分
の
記
録
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

少
年
少
女
体
力
測
定
会
を
実
施

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

４
月
21
日
、
津
別
消
防
署
及
び
消

防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

消
防
署
前
で
行
わ
れ
た
出
発
式

に
続
い
て
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭

に
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
、

り
り
し
い
ハ
ッ
ピ
姿
の
青
葉
幼
稚

園
児
な
ど
を
含
む
約
１
０
０
名
の

徒
歩
隊
と
７
台
の
車
両
隊
が
市
街

地
を
ゆ
っ
く
り
と
行
進
。

春
ら
し
い
さ
わ
や
か
な
青
空
の

下
、
参
加
者
は
一
条
通
、
五
差
路
、

大
通
な
ど
を
歩
き
な
が
ら
、
火
災

予
防
意
識
の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

春
の
火
災
予
防
運
動

市
街
地
で
防
火
パ
レ
ー
ド
実
施

記念標柱の前で記念撮影

ら
う
こ
と
が
大
切
」
と
、
無
事
故

へ
の
願
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
バ
ッ
グ
は
今
後
、
母

子
手
帳
交
付
の
際
に
お
渡
し
す
る
予

定
で
す
。



「
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
週
に
６
日
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
通
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
内
田
忠
志
さ
ん
。
日

本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
公
認
指
導

員
の
資
格
を
持
ち
、
津
別
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
の
理
事
と
し
て
競
技

の
普
及
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸
別
町
で
生
ま
れ
２
歳
の
と
き

に
津
別
町
に
来
た
内
田
さ
ん
は
、

津
別
中
学
校
を
卒
業
後
、
15
歳
で

町
内
の
建
具
店
に
就
職
。
戸
や
窓

枠
、
家
具
作
り
な
ど
に
励
み
ま
す
。

「
既
成
品
は
ま
だ
な
く
て
戸
も
窓

枠
も
全
て
手
作
り
。
１
ミ
リ
、
２

ミ
リ
の
誤
差
も
許
さ
れ
な
い
厳
し

い
世
界
で
し
た
」
と
若
き
日
の
修

行
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
。

建
具
店
に
３
年
勤
め
た
後
、
大

工
の
手
伝
い
を
経
て
27
歳
の
と
き

に
津
別
建
設
に
就
職
。
在
職
中
に

２
級
建
築
士
や
１
級
技
能
士
の
資

格
を
取
得
す
る
な
ど
、
40
年
以
上

に
わ
た
っ
て
建
築
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

「
町
が
一
番
活
気
に
溢
れ
て
、
仕

事
も
忙
し
か
っ
た
の
は
昭
和
40
年

代
で
す
ね
。
当
時
の
建
築
現
場
は

ほ
と
ん
ど
手
仕
事
で
し
た
が
、
今

は
機
械
化
が
進
ん
で
、
釘
を
打
つ

の
も
機
械
を
使
う
ぐ
ら
い
で
す
。

時
代
が
変
わ
り
ま
し
た
」。

平
成
16
年
、
68
歳
で
退
職
し
た

内
田
さ
ん
が
熱
中
し
た
の
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
。
頻
繁
に
コ
ー
ス
に
通

っ
た
成
果
が
あ
っ
て
見
る
見
る
腕

を
あ
げ
、
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
公
認
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
に
続

い
て
、
平
成
23
年
に
は
公
認
指
導

員
の
資
格
を
取
得
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

通
常
４
人
一
組
で
回
る
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
。
内
田
さ
ん
は
コ
ー
ス
に

来
て
い
る
顔
見
知
り
の
人
と
気
軽

に
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
、
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
ほ
か
に
も
寿

大
学
で
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
を
務
め
る
な

ど
、
退
職
後
の
第
二
の
人
生
を
活

動
的
に
過
ご
す
内
田
さ
ん
で
す
。

うちだ　ただしさん／昭和10年12月、陸別町生まれ／76歳／
西３条在住

さ
ん

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
指
導
員

内
田
　
忠
志

【410】

問い合わせ先 †76－2151税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

「
慢
性
腎
臓
病
」
と
い
う
病
名
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？

腎
臓
が
慢
性
的
に
障
害
さ
れ
て
い
た

り
、
腎
機
能
が
慢
性
的
に
低
下
し
た
状

態
を
い
い
ま
す
。
慢
性
腎
炎
な
ど
の
病

気
が
原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
最

近
は
生
活
習
慣
病
が
原
因
に
な
る
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
で
は

成
人
の
８
人
に
１
人
の
割
合
で
慢
性
腎

臓
病
が
あ
り
、
特
に
高
齢
者
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
は
、
か
な
り
進
行
し
な

い
と
自
覚
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
本
人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
最
終
的

に
は
「
腎
不
全
」
や
「
人
工
透
析
」「
腎

移
植
」
が
必
要
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

□
発
見
の
手
だ
て
は
？

尿
検
査
と
血
液
検
査
を
定
期
的
に
受

け
る
こ
と
で
す
。

・
尿
た
ん
ぱ
く
検
査-

尿
中
の
た
ん
ぱ
　

く
量
を
調
べ
、
腎
臓
が
障
害
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
判
定
し
ま
す
。
腎

臓
が
障
害
さ
れ
る
と
、
本
来
ろ
過
さ

れ
な
い
は
ず
の
た
ん
ぱ
く
質
が
ろ
過

さ
れ
、
尿
中
に
出
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

・
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査-

血
清

（
血
液
中
の
上
澄
み
成
分
）
に
含
ま

れ
る
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
血
液
中
の
老

廃
物
）
の
量
を
調
べ
ま
す
。
腎
機
能

が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
と
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
は
尿
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
腎
機
能
が
低
下
す
る
と
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
が
腎
臓
で
十
分
に
ろ
過
さ

れ
ず
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
血
液
濃
度

が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
検
査
の
異
常
の
ど
ち
ら

か
、
あ
る
い
は
両
方
が
３
ヵ
月
以
上
続

く
場
合
に
「
慢
性
腎
臓
病
」
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
か
ど
う
か
の
有
無
や
重

症
度
の
判
定
に
は
、
両
方
の
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

□
特
に
注
意
が
必
要
な
人

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
や
肥
満
、
慢
性
腎
臓
病
の
家
族
が
い

る
場
合
は
、
慢
性
腎
臓
病
に
な
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
適
切
な
治
療
や
血
圧
、

血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
生
活
習
慣

の
改
善
が
大
切
で
す
。

□
予
防
す
る
に
は

生
活
習
慣
病
で
通
院
の
方
は
、
定
期

的
に
尿
た
ん
ぱ
く
検
査
、
血
清
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
検
査
は
さ
れ
て
ま
す
か
？
　
な

る
べ
く
早
い
段
階
で
慢
性
腎
臓
病
を
発

見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
重
症
化
を

防
ぐ
か
ぎ
に
な
り
ま
す
。

津
別
町
の
特
定
健
診
で
は
、
腎
臓
の

機
能
を
診
る
両
方
の
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
腎
臓
に
異
常
が
な
い
場
合

も
年
に
１
回
、
腎
臓
の
機
能
を
検
査
し

ま
し
ょ
う
。

「
実
家
が
雄
武
町
で
酪
農
を
や
っ
て

い
る
の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
農

協
は
身
近
な
存
在
で
し
た
」
と
話
す

の
は
、
今
年
４
月
か
ら
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ

に
勤
務
し
て
る
中
川
剛
志
さ
ん
。

地
元
の
雄
武
高
等
学
校
を
卒
業
し

て
、
北
海
道
工
業
大
学
医
療
福
祉
工

学
科
に
進
学
。
大
学
卒
業
後
は
ご
両

親
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
江
別
市
の
Ｊ

Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
１
年
間
学
ん
で
い
ま

す
。
就
職
先
に
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
を
志
望

し
た
の
は
、
実
家
と
同
じ
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
理
由

だ
そ
う
で
す
。

中
川
さ
ん
は
現
在
、
営
農
部
経
営

相
談
課
に
在
籍
し
、
農
協
青
年
部
事

務
局
の
仕
事
な
ど
を
担
当
。
「
ま
だ

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、

上
司
の
指
示
に
従
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
の
仕
事
を
覚
え
て
い
る
段
階

で
す
。
早
く
組
合
員
さ
ん
に
信
頼
さ

れ
る
職
員
に
な
り
た
い
で
す
」。

休
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
共

に
学
ん
だ
友
人
た
ち
と
会
う
の
が
楽

し
み
、
と
い
う
中
川
さ
ん
。
「
若
い

職
員
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
、
信
頼
さ
れ
る
職
員
に

中
川
　
剛
志
　さ
ん

なかがわ　つよしさん／昭和63年７月生まれ／ＪＡ

つべつに勤務／緑町在住

あ
な
た
の
腎
臓
は
大
丈
夫
？

町
の
税
金
は
、
津
別
町
役
場
、
北
見
信

金
、
網
走
信
金
、
津
別
農
協
、
北
洋
銀
行
、

北
海
道
内
全
て
の
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
等
で
金
融
機
関
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
』
、
『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま

う
』
等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
れ
ば
、
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振

替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
、
金
融
機
関
に
行
く
手
数
が
少
な
く
、

ま
た
、
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な

く
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の

印
鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参

し
て
、
町
内
の
各
金
融
機
関
で
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
振
替
口
座
の
変
更
が
な
け

れ
ば
、
毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た

日
に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
の
際
に
は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。 町

税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

問い合わせ先 保健福祉課　健康推進担当　†76－2151（内線332）

６
月
は
町
道
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
分
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
７
月
２
日
で
す
。



町道民税額（平成24年度）

※（所○○万円）＝所得税の控除額
※19歳以上の方の扶養控除は現行どお
りです。

年少扶養控除は廃止されますが、町道民税の非課税限度額の算定に扶養親族の人数が必要となりますので、ご

申告時に16歳未満の扶養親族の方をご申告していただく必要があります。

※上記は給与収入の10％を社会保険料と仮定して計算しています。実際の税額は個人の状況によって変わります。

問い合わせ先　住民企画課　税務担当　†76－2151（内線 220・221）

町道民税額（平成23年度）

24,000円

158,000円

309,500円

平成24年度国民健康保険税の税率改定一覧表

医療保険分と後期高
齢者分を合わせて納
めます。

＝医療保険分

＋後期高齢者支援分

※介護保険分は年金か
ら介護保険料として別
に課税されます。

40歳以上65歳未満の方

95,000円

231,500円

375,500円

負担増額

71,000円

73,500円

66,000円

給与収入

700万円

500万円

300万円

平
成
24
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
（
被

保
険
者
）
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を

し
た
時
の
医
療
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
大

切
な
財
源
で
す
。

し
か
し
、
近
年
の
医
療
費
の
増
加
に

伴
う
町
の
国
保
基
金
減
少
な
ど
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
非

常
に
厳
し
く
な
り
、
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
税
率
改
定

に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の
保
険
税
は
約

５
・
２
％
増
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
津
別
町
で
は
賦
課
限
度
額
の

改
定
以
外
、
平
成
18
年
度
以
降
、
税
率

改
定
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
税
率
改
定
に
よ
り
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、
国
保
会

計
の
安
定
的
運
営
の
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
保
険
税
の
納
付
書
に

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
中
旬
に
発
送
予

定
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

国民健康保険税
【医療保険分】

後期高齢者支援分

介護保険分

賦課限度額

510,000円

(変更なし)

140,000円

(変更なし)

120,000円

(変更なし)

所得割額 均等割額 平等割額資産割率

１世帯当たり
の年間最高
納付額

加入者の当年
度固定資産税
【土地:建物】

加入者１人に
つき

加入者の前年所

得から計算した

課税総所得金額

加入世帯
１世帯
につき

30.0％

(変更なし)
4.3％→5.3％

1.05％

（変更なし）

0.77％

(変更なし)

7.0％

(変更なし)

8,400円

(変更なし)
5,600円

(変更なし)

21,200円

→21,700円

5,400円

(変更なし）

23,200円

→24,200円

8.2％

(変更なし)

5,800円

(変更なし)

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
帯

は
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額
に
つ
い

て
所
得
に
応
じ
て
７
割
・
５
割
・
２

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

加
入
者
の
方
で
、
前
年
の
所
得
の

申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
軽

減
の
適
用
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

天
災
や
失
業
等
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
国
保
税
の
納
付

が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
減
免
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
方
法

国
民
健
康
保
険
税
は
、
被
保
険
者

の
年
齢
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

65歳以上75歳未満の方 40歳未満の方

医療保険分と後期高
齢者分と介護保険分
を合わせて納付しま
す。

＝医療保険分

＋後期高齢者支援分

+ 介護保険分

医療保険分と後期高
齢者分を合わせて納
めます。介護保険分
は含めません。

＝医療保険分

＋後期高齢者支援分

※40歳から介護保険分
を納付。

２人家族（70代）
年金収入　153万円
固定資産　　 0円

旧税率
（年税額）

世帯構成 新税率
（年税額）

25,300円
26,100円
(800円
増額します)

国民健康保険税増減比較表

３人家族（50代）
収入額　442万8千円
固定資産　 59,300円

２人家族（30代）
収入額　　240万円
固定資産 30,200円

326,300円

158,600円

356,500円
( 30,200円
増額します)

172,800円
(14,200円
増額します）

津
別
町
の
医
療
給
付
費
の
推
移

津
別
町
の
平
成
23
年
度
一
人
当
た
り
医

療
給
付
は
約
28
万
４
千
円
で
、
平
成
21
年

度
、
22
年
度
の
減
少
傾
向
か
ら
、
６
・
８

％
の
増
加
に
転
じ
る
見
込
み
で
す
。

主
な
原
因
は
、
高
額
な
医
療
が
必
要
な

方
が
前
年
よ
り
増
加
し
た
こ
と
で
、
主
な

病
名
と
し
て
は
悪
性
腫
瘍
、
脳
疾
患
、
虚

血
性
心
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
津
別
町
の
患
者
数
の
上
位
は
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
消
化
器
系
と
な
っ
て
い

ま
す
。

医
療
費
を
抑
え
る
ポ
イ
ン
ト

q
定
期
的
な
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

w
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

e
休
日
受
診
や
夜
間
受
診
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

r
か
か
り
つ
け
医
と
か
か
り
つ
け
薬
局

を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

t
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

保険税
保険税 保険税

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
　
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
８
）

●モデルケース≪サラリーマンの夫が専業主婦の妻と１歳と５歳の子を扶養している場合≫

町道民税の扶養控除が変わります！
◎16歳未満の扶養親族に係る扶養控除（33万円）が廃止されます。

◎16歳以上19歳未満の特定扶養親族に係る扶養控除の上乗せ部分（12万円）が廃止され、扶　

養控除の額が33万円となります。

なお、特定扶養控除に関して、19歳以上23歳未満の特定扶養親族に係る扶養控除（45万円）、23歳以上

70歳未満の扶養親族に係る扶養控除（33万円）及び、70歳以上の老人扶養控除（38万円）については現

行のままで変更はありません。

●町道民税の扶養控除　



新
緑
の
藻
琴
山
を
歩
い
て
雄
大
な

景
色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

６
月
17
日
（
日
）

午
前
８
時
50
分
集
合

集
合
場
所

中
央
公
民
館

コ
ー
ス

ハ
イ
ラ
ン
ド
小
清
水
７
２

５
登
山
口
か
ら
頂
上
を
目
指
し
、

片
道
１
時
間
程
度
の
山
道
を
歩
き

ま
す
。
午
後
３
時
前
後
に
中
央
公

民
館
へ
戻
る
予
定
で
す
。

申
込
期
限

６
月
12
日
（
火
）

募
集
人
数

30
人

参
加
費

無
料
（
各
自
で
傷
害
保
険
　

に
加
入
の
こ
と
）

準
備
す
る
物

お
弁
当
、
お
や
つ
、

ゴ
ミ
袋
、
飲
料
水
（
多
め
に
）、

帽
子
、
カ
ッ
パ
、
着
替
え
、
タ
　

オ
ル
、
暖
か
い
服
装
な
ど

そ
の
他

雨
天
等
の
場
合
は
中
止

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
７
１
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成
25
年

３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
に

か
か
る
求
人
に
つ
い
て
６
月
20
日

（
水
）
か
ら
受
理
を
開
始
し
ま
す
。

企
業
の
将
来
を
担
う
新
卒
者
の
採

用
に
つ
い
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
お
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求

人
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
公
共
職
業
安
定
所

†
０
１
５
７-

23-

６
２
５
１

同
美
幌
分
室

†
73-

３
５
５
５

５
月
中
に
平
成
24
年
度
の
固
定
資

産
税
と
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
の
発

送
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付
さ

れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に
届
い

て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
は
町
道
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
納
付
書
が
発
送
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
２
０)

受
験
資
格

高
卒
見
込
み
の

者
及
び
高
卒
後
３
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

６
月
26
日
〜
７
月
５
日

試
験
日

１
次
試
験
　
９
月
９
日

２
次
試
験
　
10
月
18
日
〜
　

10
月
25
日
の
指
定
す
る
日

問
い
合
わ
せ
先

網
走
税
務
署
　
†
０
１
５

２-

43-

２
１
８
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

６
月
に
多
発
す
る

小
学
生
の
交
通
事
故

住民企画課　

住民企画

グループ

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
幼

稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
の
交
通

安
全
教
室
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
の
視
聴
や
、
グ
ラ
ン
ド
に

設
置
し
た
横
断
歩
道
の
セ
ッ
ト
又

は
路
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
交
通
マ
ナ

ー
を
学
び
ま
し
た
。

北
海
道
警
察
が
発
表
し
て
い
る
、

平
成
19
年
か
ら
23
年
の
事
故
の
死

傷
者
は
12
万
１
７
９
８
人
で
、
そ

の
う
ち
小
学
生
は
２
９
８
６
人
。

事
故
が
起
き
た
と
き
の
状
況
は
、

歩
行
中
で
は
道
路
を
横
断
し
て
い

る
と
き
、
自
転
車
で
は
交
差
点
で

の
出
会
い
頭
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

津
別
小
の
交
通
安
全
教
室
で
の
、

講
師
の
言
葉
「
自
分
が
事
故
に
あ

っ
た
ら
、
悲
し
む
の
は
家
族
」
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
先
述
の
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
小
学
生
に
よ
る

事
故
が
最
も
多
い
月
は
６
月
。
自

分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め
に

も
、
交
通
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守

り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か
？

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
申
込
を
お
早
め
に

第
１
回
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会

「
藻
琴
山
ハ
イ
キ
ン
グ
！
」

◎ごみの不法投棄

４月23日、最上の道有林内で、古テレビや古タイ

ヤなど多量の廃棄物が、不法投棄されているのが見

つかりました。翌４月24日も、最上で古テレビ２台

が、不法投棄されているのが見つかりました。

廃棄物の不法投棄は、街の景観を害し、環境破壊

の原因となります。絶対にやめましょう！　

◎女子学生への付きまとい

４月中、ＪＲ美幌駅の構内で改札待ちの女子学生

が、見ず知らずの男から付きまとわれる事案が発生

しました。ベンチに座っていると相手の男から「ね

え、話しようよ、家はどこなの、名前は」と声をか

けられ、怖い思いをしました。

付きまとった男がわかり、警察で厳しく注意、警

告をしましたが、このような不審者を見かけたら、

直ちに110番通報しましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

税
務
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

年金が年額18万円以上の方

は、各種公的年金（老齢・退

職・障害・遺族年金）からの

天引きとなりますので、金額

をご確認ください。

65歳以上の方（第１号被保険者）は、介護保険料を納付するこ

とになりますが、その納め方は、普通徴収と特別徴収の２種類に

分かれます。普通徴収の方には介護保険料納入通知書を今月中旬

頃に、特別徴収の方には介護保険料特別徴収通知書を８月にそれ

ぞれ発送します。なお、65歳以上の方の介護保険料は別表のとお

りです。

区　　分

第１段階

第２段階

第３段階（特例）

第３段階

第４段階（特例）

第４段階（基準額）

第５段階

第６段階

月額保険料

1,400円

1,400円

1,750円

2,100円

2,450円

2,800円

3,500円

4,200円

▼別表　65歳以上の方（第１号被保　

険者）の介護保険料

納入通知書に記載の金融機

関で納付してください。保険

料の納入には、便利な口座振

替をお勧めします。

年度の途中（６月・８月または10月）から特別徴収が開始される方には、１期または２期分までの介護

保険料納入通知書を送付しています。

特別徴収普通徴収

普通徴収・特別徴収併用の方

問い合わせ先 保健福祉課　介護保険担当　76-2151（内線230）

�

介護保険施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）に入所またはショート

ステイを利用されている方の居住費、食費負担額の減額認定期間が６月30日で満了することに伴い、７月

１日からの減額認定の更新手続き及び新規の申請を受け付けています。

これは、本来自己負担となる介護保険施設での居住費と食費（ショートステイを含む）について、町民

税非課税世帯の方を対象に負担の軽減を図るものです。

更新の方

すでに減額認定を受けている方については、更新手続きの通知を郵送（特別養護老人ホームの方には

施設に郵送）しますので、申請書に必要事項を明記、押印の上、６月15日（必着）まで役場で手続き

をしてください。

今後、新たに介護保険施設（ショートステイを含む）を利用される

方および平成23年度減額認定が非承認となった方で、本年度町民税が

世帯非課税となる方については、随時申請を受け付けています。

なお、減額認定は、申請のあった月の初日までしかさかのぼること

ができませんのでご注意ください。

新規の方

問い合わせ先 保健福祉課　介護保険担当　76-2151（内線230）

受験申込専用アドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
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＜危険物＞はガソリン、灯油などの燃料、危険物を含有

したスプレー缶やアロマオイルなど、私たちの生活に欠

かせないものとなっていますが、その危険性を意識せず

に使用したことによる火災が毎年発生しています。

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222

世帯主の所得が高いなど、国民年金保

険料の免除の対象とならない30歳未満

の方には若年者納付猶予制度、学生の

方には学生納付特例制度があります。

▼「未納」のままだと将来の年金に影響

若年者納付猶予、学生納付特例を受け

ずに「未納」にしていると将来の年金受

給に際し、未納期間が保険料納付の資格

期間から除外されてしまいます。

そこで、若年者納付猶予、学生納付特

例を受けるとその期間は、将来受ける年

金の受給資格期間に算入されます。

▼将来のため保険料の追納を

ただし、年金額には反映されません。

納付猶予、納付特例の期間について、

10年以内に追納すれば年金額に反映さ

れます。忘れずに納めましょう。

▼審査の基準

○若年者納付猶予制度

本人・配偶者・世帯主（本人が世帯主

でない場合）の所得を審査します。

○学生納付特例制度　

本人の所得のみで審査します。

20代の方に納付猶予と特例
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産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線258）
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消費生活相談�

入
牧
開
始

牧
場
か
ら
の
お
願
い

牧場内は「立入禁止」です

職
場
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
精

神
障
が
い
相
談
窓
口
を
開
設

電波の利用は、市民生活や社会経済活動にとって必要不可欠なも

のですが、不法無線局による重要無線通信やテレビ・ラジオへの混

信妨害事例が多数発生しています。特に最近では、外国規格の無線

機が通信販売やインターネットオークション等で流通しています

が、日本国内では防災行政無線やテレビ放送などに電波妨害を与え

るおそれがあり、国内での使用は禁止されて

います。無線機を購入するときは、必ず「技

適マーク」がついている

かを確認してください。

不法電波は犯罪です。

電波はルールを守って使

いましょう。

問い合わせ 北海道総合通信局　†011-737-0099

Ｅメール soudan-hokkaido@soumu.go.jp

ホームページ http://www.soumu.go.jp/soutsu/hokkaido/

法人道民税・法人事業税・
地方法人特別税の申告は
インターネットで！

北海道では、地方税ポータルシステム

（エルタックス）を利用し、インターネッ

トによる法人道民税・法人事業税・地方法

人特別税の申告を受け付けています。

利用できるのは、北海道に申告を行う納

税者（税理士等代理人を含む）で、利用届

出の手続きをされている方です。

利用開始の方法など、詳細についてはエ

ルタックスホームページをご覧下さい。

＜エルタックスホームページ＞

http://www.eltax.jp/

問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課事業税　

関税係　†0152-41-0613

危険性 ガソリンは－40℃でも気化し　　

て、小さな火源でも引火します。

容　器 ガソリンを入れる容器は、消

防法令により材質が制限され

ています。

購　入 消防法令の基準に適合した容器で、ガソリンスタンドで

購入を！ ≪いろいろな火山防災情報≫

火 山 防 災 メ モ
～網走地方気象台より～

気象庁では、前回紹介した噴火警報
や噴火予報の他に、一定規模以上の噴
火が発生した場合には「降灰予報」を、
居住地域に長期間影響するような多量
の火山ガスの放出がある場合には「火
山ガス予報（当面は、三宅島のみ）」を
発表します。
また、定期的または必要に応じて、

火山活動の状況を取りまとめ、次のよ
うな情報を発表しています。
・火山の活動に関する解説情報
・火山活動解説資料
○月○日発表の火山活動解説資料

気象庁火山防災情報ホームページ
http://www.seisvol.kishou.go.jp/to
kyo/volcano.html
問い合わせ先
網走地方気象台防災業務課
†0152－43－4349

○月○日現在、津別町に近接する雌阿
寒岳の火山活動に特段の変化はなく、火
口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認め
られません。また、雄阿寒岳の火山活動
状況にも特段の変化はありません。

・週間火山概況
・月間火山概況
・噴火に関する火山観測報

技適マーク

デンパ君

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

問い合わせ先 津別消防署　†76－2189

セルフスタンドで利用者自らガソリンを

容器に入れることはできません！

ガソリンの携行缶を安全に

使うポイントを説明します

６月３日から６月９日まで

『危険物　めざせ完封　ゼロ災害』

6月1日から7日は水道週間です
水道週間は、国民の『水』への理解と関心を

高め、水道の発展を目指して行われます。

町民のみなさんに、安全で良質な水道水を安

定的に供給していくよう万全を期してまいりま

す。水道事業へのご理解をお願いいたします。

建設課上下水道担当　†76－2151（内線254）

「さあ今日も　水と元気が　蛇口から」



日　　時 ６月24日（日）午後１時から

場　　所 津別小学校グランド他

演習内容 様々な訓練等を披露

します。

※訓練途中、津別中学校吹奏楽部による演奏が　

行われる予定です（雨天時中止）。

＜サイレンの吹鳴について＞

演習の際、団員召集・模擬火災訓練時にサイ

レンを吹鳴します。ご迷惑をお掛けしますが、

皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

津津津津別別別別消消消消防防防防演演演演習習習習をををを行行行行いいいいまままますすすす!!!!
町民の皆様の参観をお願いいたします

問い合わせ先 津別消防署　† 76－2189

津 別 消 防 署 ・ 津 別 消 防 団

≪申請方法≫

※ 住基カードの有効期限は10年です。
※ 住基カード申請から発行までに２週間位かかりますのでご了承ください。

問い合わせ先　保健福祉課　戸籍年金担当　† 76－2151（内線222、223）

住民基本台帳カード（以下｢住基カード｣）の発行手数料が、

平成24年７月９日から次のとおり変わります。

職種及び募集人員 一般行政職（保健師）１名

応募資格 次の２つの要件をいずれも満たす者　

（１）保健師の資格を有する者又は平成25年４月当

初までに資格を取得する見込みのある者

（２）概ね30歳までの者

採用予定年月日 平成25年４月１日

※ただし、すでに保健師の資格を取得している者につ

いては、今年度途中に採用する場合があります。

採用条件 津別町条例及び法令等の定めによる。

※他の職場等での勤務経験がある場合は、前歴換

算により上乗せ有

応募要領 平成24年７月31日（火）までに次の書類を提出の

こと。郵送の場合は当日必着。

（１）履歴書（写真貼付） 役場に請求又は町のホ

ームページより入手してください。

（２）学業成績証明書（保健師の資格を取得するた

めの教育機関のもの）

（３）卒業証明書又は卒業（見込）証明書（同上）

試験内容 個人面接、作文筆記

日時　平成24年８月上旬

場所 津別町林業研修会館（役場庁舎裏側が入口）

応募・照会先 総務課庶務グループ

† 0152－76－2151（内線208）

６月は 町道民税・国保税
の第１期の納入月

納期限は７月２日です

問い合わせ先

† 76－2151税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

口座振替をご利用の方も、預金口座の残高
を確認してください。

�

�

�

�

津別町が本年度に発注することが見込まれている建設工事について、「公共工事の入札及び契約の適正化の

促進に関する法律」第７条および同施行令第５条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

問い合わせ先　建設課 †76－2151（内線248）

平成24年度建設工事等の発注見通しに関する公表 津別町職員（保健師）を募集します平成25年度

申請・問い合わせ

住基カード手数料の改正内容 現 行 平成24年７月９日から

住基カード発行手数料 1,500円 500円

受　付　日　時

申請に

必要なもの

顔写真

つ き

・印鑑、運転免許証・保険証等本人確認ができるもの。
・顔写真（縦45A×横35Aで、６月以内に撮影したもの）をご用意
ください（公的な身分証明書として利用できます）。

顔写真なし ・印鑑、運転免許証・保険証等本人確認ができるもの。

保健福祉課　戸籍年金担当

月～金曜（祝日、年末年始除く）午前８時30分～午後５時15分


